
 

 

 

≪Bicycle Glance Meeting/Annex≫ 
自転車目線で日本の地方の未来を考えよう！ 

Let's think about the local future in Japan in a bicycle glance! 

Course Create＋転遊研 

 

 

 

ブームから文化へ！ 

Bike is Good! 
 

 

ヨーロッパ型サイクリングクラブ・・・ ショップ・ユーザー・地域が三位一体となった、スクールからレースまで、様々な

自転車ソフトを守備範囲とする地域貢献型サイクリングクラブ。スポーツサイクリングでは、子供の成長に合ったサイズを揃え年代別スキルアップ

スクールを行い、日常利用では、ルール・マナーの啓蒙活動や初心者対象サイクリングや自転車走行環境メンテナンスも行う。 
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  自転車文化と自転車ソフト   
 

果たして日本に自転車文化はあるのでしょうか？ 

 

もちろんあります！ 

 

鉄砲鍛冶から続く伝統の技術や輸出産業の花形だった戦後

は過去の栄光としても、レースシーンで活躍する冷間鍛造パ

ーツやカーボンフレームを支える素材供給など、世界を間違

いなくリードしています。 

ソフト面でも日本発祥のケイリンが五輪種目に採用されて

おり、保有台数や利用頻度など世界の上位にランクされ、さ

らに歩道共有システムは安全性が高いと注目され、自転車大

国と見られている部分もあります。 

 

でも何か変？ 

そう、対外貿易や対日評価の話しだからです。 

 

さらに、日本の走行環境は酷い！ 

 

歩道共有も十分な広さを確保できず「自転車暴走族」や「駐

輪問題」を生み、道路事情や休日事情等で自転車で日本を楽

しむ機会の少ない状況は、日常利用とスポーツ利用の両面か

ら見てもマイナス文化の印象が強く、自転車市民権（≒自転

車文化）は得られていないと思われます。 

自転車ソフトを語る前に基礎知識を二つ！ 

 

その１：「サイクリング」とは、レースを含むスポーツサイ

クリング全般のこと！ 

 

その２：自転車の十人百色の使い方を「自転車多様性」とし、

ハード（自転車／作る、売る、直す）、ソフト（使い方／日常と余暇、仕掛けとネットワー

ク）、ハート（人／テクニック、マナー、ルール、スクール）、インフラ（環境／道路、

セキュリティ、保険、イベント、サイクリングクラブ）の４つに凝縮。 

 

繰り返される自転車ブームには、始まる理由と、終わる理由

がありますが、バイシクルグランス本館でもそれは不明のま

まです。ただ遠因として、サイクリングネットワークの不備

があるように思います。繰り返されるブームの終盤、ソフト

の充実やインフラ整備が必ず議論されますが、時間切れ先送

りが常です。 

 

そしていきなり結論です。 

ショップ・ユーザー・地域が三位一体となった、スクールか

らレースまで、様々な自転車ソフトを守備範囲とする地域貢

献型サイクリングクラブを各地に作り、クラブ同士が交流す

ることが、自転車文化そのものと考えます。その情報交換の

場が、バイシクルグランスミーティングです。 
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  立川プラン   
 

【エリア構成要素】 
§Ⅰ：velodrome 

立川競輪場（所在地：東京都立川市曙町 3-32-5／開設：1951年（昭和 26

年）10月 17日／施行者：立川市／走路：400m） 

 

§Ⅱ：SBAAマーク認定店舗 

立川市内：ナシ／都下：１５店舗／都内：５５店舗 

 

§Ⅲ：関連施設・団体・主なイベント 

関連団体本部多数、昭和記念公園、ＴＯＪ東京ステージ、バイシクルライド

東京、東京シティサイクリング、他 
東京サイクリング協会／〒104-0061 中央区銀座 7-15-11-1201 中村方 03-3541-6540  

東京都自転車競技連盟／〒110-0015 台東区東上野 3-1-14 横尾 様方 TEL:03-3843-4484 FAX:03-3843-4483 yokoo@tokyo-cf.jp  

 

§Ⅳ：自転車道 

多摩湖自転車道／芝川自転車道／多摩川サイクリングロード／荒川サイク

リングロード 

 

§Ⅴ：その他 

※たちかわ創造舎・立川サイクル・ステーション事業・・・自転車文化都市の

モデルケースを目指して、様々なプロジェクトを展開します。 

http://tachikawa-sozosha.jp/ 
共に学ぶ・創る・発信するファクトリー「たちかわ創造舎」(2015年 10月本格始動)／04年に閉校した多摩川小学校

の校舎や体育館をそのまま残し、学校という貴重な資源を、新たな想像を産み育て続ける場として生まれ変わら

せます。富士山の見える多摩川沿いの風渡るこの場所に多摩エリアの文化を担う人々が集い、地域の方々と共に

歩みながら、多岐にわたるプログラムを展開してまいります。 

【【ＢＧＭ展開案】】 
 

立川プラン・・・ たちかわ創造舎のサイクルステーションを活用して、当

企画全体の事務局の設置を検討！（サイクリストライセンス、スタッフス

クール） 

 

１）ＢＧＭ事務局・・・たちかわ創造舎の教室を賃借して、事務局を設置し、

活動の拠点にする。情報発信、情報集約、エントリー事務局以外に、備

品や景品の管理も行う。 

 

２）サイクリストライセンス・・・ヨーロッパ型サイクリングクラブの前提に、年代

別スキルアップスクールと、ライセンス登録があります。その制度設計のた

めの実証実験企画を考えます。 

 

３）スタッフスクール・・・ＢＧＭ本館にもあるように、春需でソフトを提供する

には自転車ソフトの機会均等が求められます。それには、各地でイベント

や行事を定期的に実施できるリーダースタッフが必要です。そのリーダー

スタッフ養成講座を定期的に開催します。 

 

４）その他・・・リーダースタッフ養成講座を受け持つことのできる講師の育成

も必要です。また、スポーツ車の特殊メンテナンスのメカニック研修や、出

張スタッフスクールも守備範囲にします。また、サイクルステーションの活

動と連動して、自転車さんぽ２３区制覇や甲信プランの後方支援を行う。 

【【【キーマンへのお願い】】】 

原資が確保できた場合の理想は、事務局専任スタッフですが、少なくとも立川サイクルステーション関連企画として甲信プランの後方支援をお願いします。 
 

http://tachikawa-sozosha.jp/
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  甲信プラン   
 

【エリア構成要素】 
§Ⅰ：velodrome 

境川自転車競技場（所在地：山梨県笛吹市境川町藤垈／開設：1983年／

所有者：山梨県体育協会／走路：400m） 

 

§Ⅱ：SBAAマーク認定店舗 

山梨県：４店舗／長野県：５店舗 

 

§Ⅲ：関連施設・団体・主なイベント（下記その他の項参照） 
山梨県サイクリング協会／〒400-0035 甲府市飯田 5-12-9 山梨県自転車軽自動車商協同組合内 055-222-9207 

山梨県自転車競技連盟／〒400-0215 南アルプス市上八田 1299 山口 一樹 様方 wpppt448@yahoo.co.jp  

長野県サイクリング協会／〒390-0874 松本市大手 1-3-28 0263-50-5633  

長野県自転車競技連盟／〒399-8101 安曇野市三郷明盛 3051-1 アズミノバイシクル内 TEL:0263-77-8118 FAX:0263-77-8118 nagano.cf@gmail.com  

 

§Ⅳ：自転車道 

山梨県・・・山中湖自転車道 

長野県・・・あづみ野やまびこ大規模自転車道／千曲川自転車道／天竜川

沿岸自転車道 

 

§Ⅴ：その他 

※奥座敷型自転車イベント発祥の地・・・元々信州の魅惑の峠道はサイクリ

ストの憧れであったが、富士山エリア、八ヶ岳エリア、安曇野エリア、伊那谷

エリア、白馬エリア、東信エリア、北信エリアと、様々なエリアで自転車イベン

トが無数に行われている。 

 

【【ＢＧＭ展開案】】 
 

甲信プラン・・・ 諏訪、富士見、甲府、富士五湖を中心に奥座敷型のサ

イクリングフィールドを整備する。（ＭＴＢリバティフィールド、甲信ブルベ） 

 

１）奥座敷型自転車ソフトの提案・・・首都圏と中京圏から常に注目されるエ

リアのため、情報発信を含めた受け入れ態勢の連携整備を積極的に進

める。それにはニーズの分析と、バリエーションの充実が必要で、ＢＧＭ

の指針と合致している。 

 

２）ＭＴＢリバティフィールド・・・そのニーズのひとつが「ＭＴＢ走行環境整

備」です。これは一筋縄で行かないことは既に明白で、実験エリアや市民

権獲得の努力と合わせて、徐々に可能性を探りたいと思います。 

 

３）甲信ブルべ（Ｒ２Ｒ）・・・イベントは、その日その場所に行く前提ですが、

自転車は自由なもの。個人の裁量で参加できる企画として、出走認定制

度（ブルべ）を提案します。Ｒ２Ｒは、リバー・ツー・リバーの略で「信濃川」

「天竜川」「富士川」に絡む４００ｋｍを超すコース走破を認定します。 

 

４）その他・・・ＢＧＭブロック大会、決勝大会の受け入れ準備。 

【【【キーマンへのお願い】】】 

理想は甲信エリアのイベントオーガナーザー等のベクトルを揃えることですが、 

少なくともＢＧＭのモデル大会や富士・八ヶ岳エリアのＭＴＢフィールドを地元スタッフが手掛ける事です。 
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  奈良プラン   
 

【エリア構成要素】 
§Ⅰ：velodrome 

奈良競輪場／奈良県営競輪場（所在地：奈良県奈良市秋篠町 98／開設：

1950年（昭和 25年）5月 18日／施行者：奈良県／走路：333m） 

 

§Ⅱ：SBAAマーク認定店舗 

奈良県：３店舗（京都府：１２店舗／大阪府：３２店舗） 

 

§Ⅲ：関連施設・団体・主なイベント 

ＴＯＪ奈良ステージ（1999～2010）、グランフォンド吉野、他多数 
奈良県サイクリング協会／〒630-8238 奈良市高天市町 22-2 塚本方 0742-22-3186  

奈良県自転車競技連盟／〒633-0241 宇陀市榛原下井足 210 県立榛生昇陽高等学校内 大和様 TEL:0745-82-0525 FAX:0745-82-7606 yamatake0628@yahoo .c o.jp  

 

§Ⅳ：自転車道 

奈良西の京斑鳩自転車道線（奈良自転車道）／大和郡山田原本橿原自転

車道線（大和中央自転車道）／明日香大和郡山自転車道線（飛鳥葛城自

転車道） 

 

§Ⅴ：その他 

※奈良県自転車利用促進計画（ならクル）・・・広域的な周遊観光を促し、

県内における滞在型観光の拡大による観光振興や地域活性化を目指すと

ともに、県民の健康増進や環境にやさしいまちづくり等を進めるため、「奈

良県自転車利用促進計画」を策定しました。 

http://nara-cycling.com/ 

【【ＢＧＭ展開案】】 
 

奈良プラン・・・ 奈良県は既にサイクリング環境整備を進めており、さら

に連携を深めて、関西圏の拠点とする。（関西ディアゴナール） 

 

１）ならクルとの連携・・・自転車の活用を掲げること自体は間違いないが、

結局、宿泊を伴う自転車旅を楽しむ愛好家を増やすには、単独の企画

では解決できない日本の課題がある。それも含め日本の道を楽しむため

の「山の辺の道サミット」を再提案！ 

 

２）関西ディアゴナール・・・関西エリアの「南紀」「伊勢」「湖北」「山陰」「播

磨」を頂点とする星型に見立て、その対角線を走破するブルべを実施す

る。「湖北～播磨」以外の「播磨～伊勢」「伊勢～山陰」「山陰～南紀」「南

紀～湖北」は奈良県を通る推奨ルートを設定し、ナショナルブルべの提

案と合わせて、認定の拠点とする。 

 

３）拠点としての奈良競輪場・・・認定の拠点は奈良競輪場に置く。また立川

プランの西日本エリアの補助活動も行う。 

 

４）その他・・・ＢＧＭブロック大会、決勝大会の受け入れ準備。 

【【【キーマンへのお願い】】】 

これは一言、ナショナルブルべを再度提案することです！ 

 
 

http://nara-cycling.com/


 

 

 

自転車目線で日本の地方の未来を考えよう！ ≪Bicycle Glance Meeting/Annex≫ Let's think about the local future in Japan in a bicycle glance! 
Course Create＋転遊研 ⑤ 

 

  山口プラン   
 

【エリア構成要素】 
§Ⅰ：velodrome 

防府競輪場（所在地：山口県防府市国分寺町 8-2／開設：1949年（昭和 24

年）9月 22日／施行者：防府市／走路：333m） 

 

§Ⅱ：SBAAマーク認定店舗 

山口県：２店舗（島根県：４店舗／広島県：６店舗／福岡県：４店舗） 

 

§Ⅲ：関連施設・団体・主なイベント 

防府市サイクリングターミナル、ツール・ド・しものせき、汗々フェスタ 
山口県サイクリング協会／〒747-0814 防府市三田尻 2-3-28 山口県自転車軽自動車商協同組合内 0835-22-0712  

山口県自転車競技連盟／〒754-0897 県山口市嘉川 4188 棟久 明博 様方 TEL:090-5374-8498 FAX:083-989-2773 yamaguchi98_cf@yahoo.co.jp  

 

§Ⅳ：自転車道 

山口秋吉台公園自転車道線（山口秋吉台自転車道）／山口防府小郡自転

車道線（周防往還自転車道）／佐波川自転車道線 

 

§Ⅴ：その他 

※自転車遊び実証実験への協力店舗・・・日出男商会（長門市）、ＡＮＯサ

イクル（山口市）、ツノサイクル（山口市）、ラビットストリート（宇部市）、ＣＣマ

ツナガ（宇部市）、サイクルピット２４０（下関市）、ル・モンド・ヴェロ（防府

市）、ワンツーサイクル（周南市）、ＣＳヒロシゲ（柳井市）、ムラナカサイクル

（岩国市）、ＳＣウエキ（大竹市）、フォグバイク（岩国市） 

 

【【ＢＧＭ展開案】】 
 

山口プラン・・・ 維新１５０周年企画を契機に地産地消型組織を立ち上

げ、隣県と連動したモデルケースを実践。（ＴＨＴ２６◆◆毛利チャレンジト

ーナメント） 

 

１）地産地消型ソフトの提案・・・三方を海に囲まれた山口県には自然と歴史

と適度な都市があり、また、プロショップの数も相応と思われ、地産地消型

のソフトを提案する要件を満たしています。ただし灯台下暗し状態のた

め、維新１５０周年に合わせて、人材育成やネットワークの整備の必要性

を改めて提案します。 

 

２）ＴＨＴ２６◆◆毛利チャレンジ・・・２０１８年の明治維新１５０周年に合わせ

て、日常利用とスポーツ利用の懸け橋となれる「ＴＨＴ２６」を県や自治体

に提案します。現実的には「県内バージョン」と「中四国九州バージョン」

が考えられます。（※別途提案） 

 

３）全国トーナメントの提案・・・県のバックアップがもしあった場合、全国展開

も可能です。（※別途提案） 

 

４）その他・・・ＢＧＭブロック大会の受け入れ準備。 

【【【キーマンへのお願い】】】 

地産地消型を成立させるための、三位一体型サイクリングクラブの理想を追いたいと思います。 

そのためＴＨＴ２６の２日間開催の公式大会（後援：山口県、ＴＰ調査協力：サイクリング協会、集計審判：自転車競技連盟）を模索したいと思います。 
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  バイシクルグランスミーティング   
 

ＢＧＭ本館（バイシクルグランスミーティング・企画提案書第二稿）でも触れているように、 

単独のイベントや、特定の団体では解決できない問題として「自転車走行環境整備」や「自転車ソフトの標準化」があり、 

その課題解決には自転車市民権（≒自転車文化）の獲得がキーワードとしていますが、 

その意見交換の場が「バイシクルグランスミーティング」です。 

 

また、自転車文化の頂きに登るには「自転車多様性探求ルート」と「自転車ソフト充実ルート」があり、 

「バイシクルグランスミーティング」は、その２つを足して２で割った『㊙ルート』としていますが、 

自転車ソフトの機会均等を目指すかなり欲張った提案で、 

時期尚早とも不可能とも言われ、完成形がいつになるか判りません。 

 

シマノバイカーズフェスティバル３０周年企画を呼び水に、 

定期的なイベント開催で自転車ソフトの標準化を目指し、 

三位一体型サイクリングクラブで各地の運営母体を整備する、 

イベント連携や実証実験を段階的に行うバイシクルグランス三本柱の提案は、 

２０２０年に関係省庁も含めた完成形を目指すのでは無く、次世代への繋ぎ役として、 

春需でソフトを提供するためのサイクリングネットワークのベースを作るものです。 

 

 

「キーマンへのお願い」はシンプルです。 

レース＋ツーリングのバイシクルグランスミーティングで、 

「自転車走行環境整備」や「自転車ソフトの標準化」について意見交換をしましょう！ 

 

 


